
      
      地域ケア会議から生まれた・・・ 

みんな つながって ばっちり ちいきでまもる 

生活支援サポーターみつばち 
  過疎・高齢社会・ひとり暮らしの増加より「暮らしにくさ」は介護保険だけでは解
決することができない状況にあります。「暮らしにくさ」を抱える高齢者の生活を支
えようと町内の医師やケアマネ、介護保険事業所等の有志が行政に頼ることなく
自分達の手で「生活支援サポータープロジェクト」を立ち上げサポーターを養成し
活動をしています。 

 「みつばち」の目指すもの 

   ①高齢者が安心して生活できる地域づくり  

   ②地域の中で役に立ちたいと考える方たちが 

     自主性とやりがいを持ってボランティア活動 

     ができる地域づくり 

  

  写真は視力の悪い方の散歩の付き添い 

 

（奈義町） 

 

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 奈義町 

②人口（※１） ６，２５８人 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上 ３０．５％ 

７５歳以上 ５９．１％ 

（      ） 

④取組の概要 介護保険では賄いきれない高齢者の困りごと（話し相手・散歩の同行・電球の

交換・庭の草取り・野菜の支柱立て等）を支援するボランティア活動。 

⑤取組の特徴 

 

行政や社協などの主導ではなく、町内の医師をはじめとした介護保険事業関係

者の有志がプロジェクトチームを結成し取り組んでいる。 

⑥開始年度 平成２２年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

地域ケア会議でケアマネが訴えた「介護保険では賄いきれない困りごとをかか

える利用者をなんとかしたい」という声がきっかけで、地域ケア会議に参加す

る町内の医師、ＮＰＯ法人、グループホーム、薬局等の有志で「生活支援サポ

ータープロジェクトチーム みつばち」を結成し、サポーターを養成して活動

している。また、サポーターの地域の役に立ちたいという自主性ややりがいも

大切に育てている。 

 

⑧主な利用者と人

数 

高齢者  平成２４年度延べ利用者数 ８２人 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

生活支援ボランティアみつばち 

医師・ケアマネ・薬剤師等の有志と地域住民（ボランティア） 

 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

２３年度：活動交付金 800,000 円（岡山県地域支え合い体制づくり事業費補助金） 

２４年度：活動交付金 100,000 円（単町） 

２５年度：活動交付金  80,000 円（単町） 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

平成２３年度岡山県地域支え合い体制づくり事業費補助金（介護基盤緊急整備

等特例基金）を活用してサポーター養成講座等を実施した。（800,000 円） 

⑫取組の課題 運営者がそれぞれ仕事を抱えているなかで、どのように運営を継続していくか。 

⑬今後の取組予定 今後も継続していく。 

 

⑭その他  

 

⑮担当部署及び連

絡先 

奈義町役場健康福祉課 ０８６８－３６－６７００ 

生活支援ボランティアみつばち 事務局 ０９０－４８０３－３２８１  

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（岡山県） 

  

 



 

 


